
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 新制服に関する意識調査結果及びサンプルの検討について 

 

 １０月２９日から１１月５日に実施した「磐田地区公立中学校新制服に関する意識調

査」の結果がまとまりました。（裏面） 

 この結果を踏まえ、11 月 11 日（月）に、マスターメーカーの協力を得てサンプルを検

討する会議を行いました。 

 

サンプルの検討 

 「新制服に関する意識調査」の結果、教員の 8 割、小学生・中学生の 7 割から８割弱、保護

者の 6 割強が「上下無地」又は「上下異なる無地」制服が望ましいとしていること等を踏まえ、

「無地」の上（ブレザー）下（スラックス・スカート）を基本としつつ、サンプルの準備をマスターメ

ーカーにお願いしました。 

 

今後、11 月 18 日から 12 月 10 月まで市内 9 中学校（豊田中学校を除く）において、

生徒の意向を把握いたします。その結果をもとに、12 月 18 日（水）の磐田地区制服選定

委員会において、最終的な新制服のサンプルを２～3 点選考していく予定です。 

 

 

磐田地区制服選定委員会に寄せられた御意見にお答えします。 

 

Q ブレザーは同じでも、スカートやパンツは２～３種類の中から本人が好きなものを選べる

よう「選択肢」をもたせられないのですか。制服でなくても良いのかもしれませんが、自分

で選ぶことや自分で決めることは、大切なことだと思います。 

 

A 磐田地区で複数の仕様を設けることは、多品種少量生産につながり、価格の高騰を招く可能

性が高いため、一つの仕様とする計画です。なお、磐田地区校長会の『制服のあり方検討委員

会報告書』(令和６年２月)では、新制服導入に向けて、児童生徒が自ら考え判断する機会を設

けることは大切なことであると考えています。新制服ではスカートとスラックスの性別による制

限を設けず、生徒の判断によって選択できるようにするなど、磐田地区制服選定委員会では、

選択肢を増やす取組をしています。 

磐田地区制服選定委員会だより 

                           令和 6 年１１月吉日 
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